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別記様式1

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書

開設学部（学科）名〔 理学部（化学科） 〕

化学プログラムプログラムの名称（和文）

（英文） Chemistry

１．プログラムの紹介と概要

化学では，自然現象を物質という観点から捉え，その探求において，自然現象を理解するための新しい

手法を開発したり，役に立つ新しい機能性をもった物質を創造したりすることによって，人類の進歩に貢

献することを目標としています。そこで，化学の３本柱である物理化学・無機化学・有機化学の基礎から

学際領域にわたる幅広い範囲の諸専門分野に対する理解を深めることが必要と考えています。

本プログラムは大別すると「教養教育科目」と「専門教育科目」からなり，前者はさらに「共通科目」，

「教養コア科目」，「基盤科目」，「スポーツ実習科目」に，後者は「専門基礎科目」と「専門科目」からな

っています。「専門科目」は「専門講義科目」と「化学実験」，「卒業研究」とに分けられます。「教養教育

科目教養コア科目」は，いわゆる一般的教養としての位置付けであり，人格形成をサポートするために必

要ですが，個人の興味に応じて科目の選択ができるようになっています。専門である化学は，知識に基づ

いた実践を重要視していますが，知識や実践能力の習得が積み上げ式になっています。従って，物理化学・

無機化学・有機化学の３本柱を中心に体系的かつ有機的に構築されている「基盤科目」，「専門基礎科目」，

「専門科目」を通して化学の基礎知識を習得し，平行して，高度な知識の授受に必要な基本的手段である

外国語，コンピュータ利用法やプレゼンテーション技能の基礎を「共通科目」において身につけます。ま

た，学際領域の重要性にも考慮し，理学部他学科の科目も受講できるような構成となっています。以上の

履修において得た知識を土台にして「化学実験」で実践の基礎を習得し，さらに「卒業研究」において社

会に通用する“科学者”としての資質を大成させます。また，理学部の上に充実したカリキュラムおよび

研究環境をもつ大学院を置いていますが，その大学院を“科学者”としての能力をさらに高め，研究を通

してその能力を発揮する重要な場と位置づけ，化学プログラムによる教育を大学院教育と一貫性をもつよ

うにしています。

また，本プログラムは，中学校，高等学校の理科教員免許を取得しようとする者にも対応できるように

配慮されています。

卒業後の進路ですが，約２／３が本学大学院理学研究科の化学専攻もしくは数理分子生命理学専攻に進

学し，その他は教員，公務員，化学系企業，コンピュータ系企業，製薬系企業などに就職，及び他大学大

学院へ進学しています。

真理を探究することが好きで新しいことに挑戦する意欲をもった諸君の入学を期待しています。

（平成 22 年度入学生対象）



２．プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件（履修科目名及び単位数等）

理学部では学科ごとの入学試験を課しています。このため，本プログラムは，化学科入学生を主たる対

象者として構築されており，化学科生は入学時に本プログラムに自動的に登録されます。従って，第１学

年次のはじめから本プログラムに則った教育を受けることになります。

ただし，化学科入学生は，次に定める高校までの履修科目に習熟していることを想定しています。不十

分な者は，補充教育を履修することが望ましい。

科目名：数学，物理

本プログラムは，全学の学生にも開かれております。化学科生以外の学生の本プログラム選択に関す

る要件等は，転学部または転学科の規定に基づき別途定めます。

３．プログラムの到達目標と成果

(１) プログラムの到達目標

本プログラムでは，化学をバックグラウンドにもち，基礎的あるいは応用的研究，産業界における

実務や理科教育などあらゆる化学関連分野の第一線で活躍できる国際性も併せもった科学者として

の資質を備えた人材の養成を目的に教育を行います。また，本プログラムは，大学院に進学した際に

大学院での先端的な研究と教育にスムーズに取り組めるように配慮されており，連続した学部と大学

院での教育を通して自立性と柔軟性を持った有能な人材の輩出を目指します。

これを達成するために，広島文理科大学からの伝統に基づいた体系化された質の高い教育プログラ

ムを提供し，学生の習熟度などに配慮しながら柔軟に対応ができる体制で進めます。そして，年度ご

とに点検評価をして常に改善に心掛けていきます。

(２) プログラムによる学習の成果

○ 知識・理解

１ 物理化学，無機化学，有機化学の基礎的知識の徹底した理解と習得

２ 化学諸専門分野や学際領域における高度な専門的知識の理解と習得

○ 知的能力・技能

身につけた基礎的知識を化学的諸問題に応用できる能力の修得

１ 化学的問題を類型化し，適用可能な化学的原理を特定できる能力

２ 特定した化学的原理をもとに，適切なモデリングや近似を適用して問題に対する解を導く

ことのできる能力

○ 実践的能力・技能

身につけた基礎的知識を元に実験などの実践を遂行できる能力の修得

１ 基礎的な実験操作技能

２ 化学現象を観察し，記述する能力

３ 収集したデータを処理する能力

４ 化学現象をシミュレーションしたり予測したりできる能力

５ 得られた結果を評価できる能力



○ 総合的能力・技能

１ 研究の計画立案能力の修得

（１） 化学現象を観察し，自ら問題提起できる能力

（２） データベースなどの有効活用を通して最新の関連学術情報を収集し，その中から必要な

情報を抽出する能力

（３） 抽出した情報をきちんと理解してまとめあげ，他人に伝える能力

（４） 培ってきた種々の知識や能力と整理された情報を用いて具体的な研究計画を立案する能

力

２ 研究の実行・解析能力の修得

（１） 高度な実験操作技能

（２） 新規な実験・研究手法の開発能力

（３） 新規な実験事実の解析能力

３ コミュニケーション能力

（１） 高度な学術論文を理解する能力

（２） 整理した情報や得られた実験結果を口頭又は文書で公表する能力

（３） 化学的問題について論理的に議論する能力

４ 個人資質

（１） 協調性を保ちながら，忍耐強く・建設的・前向きに研究に取り組む姿勢

（２） 自ら考え,柔軟に思考する能力と姿勢

４．教育内容・構造と実施体制

(１) 学位の概要 （学位の種類，必要な単位数）

学士（理学），１２８単位

内訳： 教養教育 ４４単位

専門基礎 ３５単位

専 門 ４３単位

選 択 ６単位（教養教育科目または専門教育科目から規定に従って選択）

(２) 得られる資格等

１ 教育職員免許状

（１） 中学校一種免許状 （理科）

（２） 高等学校一種免許状（理科）

２ 学芸員となる資格

３ 毒物劇物取扱責任者

４ 学士の学位をもつことによって受験資格を取得する資格 ： 危険物取扱者（甲種）

資格取得に関する詳細は，「学生便覧」（入学時配付）を参照してください。

(３) プログラムの構造

教養教育科目として「共通科目」，「教養コア科目」，「基盤科目」，「スポーツ実習科目」を履



修し，専門教育科目として「専門基礎科目」および「専門科目」を履修します。

「化学実験」および「卒業研究」を履修するために必要な単位数（履修表の脚注を参照）が決めら

れています。

詳細は別紙２を参照してください。

(４) 卒業論文（卒業研究）

１ 目的

３年次までに修得した化学の基礎知識や基本的な実践技能を土台に，配属先の研究グループで行

われている最先端の研究に携わります。それを通して，その研究分野を中心とした最新の知識を吸

収し，高度な実践技能を身につけます。また，研究の進め方を学びとり，協調性，独自性，向上心，

忍耐力，柔軟性が備わった科学者としての資質を磨きます。そして，さらに深化した大学院あるい

は企業での研究活動やその他における教育・社会活動に活かせる能力を身につけます。

２ 研究概要

各研究グループのホームページにて研究概要を紹介しています。配属希望調査前にも，各研究グ

ループの紹介資料を配布します。また，各研究グループへ赴き，教員や学生からグループの様子を

直接聞くことも随時可能です。３年次開講の「先端化学」の講義も参考となります。

３ 配属時期と配属方法

配属時期：４年次開始時とします。ただし，「卒業研究履修条件」を満たす者を対象とします。 詳

細は，学生便覧掲載の化学プログラム履修要領（入学時配付）「化学プログラム専門教

育科目受講基準 ２」を参照してください。

配属方法：化学科教員会で定めた各研究グループ定員に対して学生の希望に配慮して配属します。

５．授業科目及び授業内容

別紙３を参照してください。

シラバスは，「履修の手引」（理学部）又は「もみじ」を参照してください。

６．教育・学習

（１） 教育方法・学習方法

化学プログラムの専門教育科目はきちんと体系化されているため，「知識・理解」は主に専門教育

科目の中の講義科目，「知的能力・技能」は主に専門教育科目の中の演習科目，「実践的能力・技能」

は主に「化学実験」，「総合的能力・技能」は主に「卒業研究」において修得できます。

（２） 学習支援体制

１ 学生の教育力育成

ＴＡ（ティーチングアシスタント）制

大学院の学生による学部生の教育支援制度です。学部生により身近な存在である先輩により教

育を受けることができると同時に教育を担当する学生が体験を通して教育方法を学びます。



２ 教員組織

（１） チューター制度（教養教育チューター，学士課程チューター：１～４学年）

よりよい学生生活を送るために，科目の履修方法や勉強の仕方等を相談するためのシステム

で，各学年に教員が割り当てられています。

（２） 卒業研究指導教員

４年次に行う卒業研究については，配属先研究室の教員が指導します。

（３） 主専攻プログラム担当教員会

３ 事務組織等

（１） 学習支援システム（「もみじ」）

シラバス参照から履修科目登録や成績開示，さらには諸連絡に至るまで，すべて大学のホ

ームページからアクセスできる「もみじ」を利用して行っています。図書館やメディアセン

ター等に在学生専用のパソコン端末が多数置かれており，これらを利用してアクセスできま

す。また，個別のＩＤを用いることにより学外からもアクセスが可能となっています。

（２） 学生支援室（学部），運営支援グループ（学科）

諸相談の事務窓口となっています。

（３） 学生活動支援

（４） 障害学生支援

（５） 就職支援（就職担当教員による就職情報の提供方法等）

（６） 保健管理センター（健康，カウンセリング）

（７） 各種相談

（８） 奨学金

４ 施設

（１） 図書館・図書室

学内には３つの図書館（中央，西，東）が配置され，勉学を進める上で有効に利用されて

います。資料検索や学生支援システムにアクセスするためのパソコン端末が多数設置されて

います。学生の便をはかるため，授業期は土日も開館しています（祝日を除く）。また，各

種データベースやＷｅｂを介する学術雑誌オンラインシステムが充実しており研究等に役立

っています。化学科にも独自の図書室があり，学術雑誌等を配架しています。

（２） 情報メディア教育研究センター

学生向けのコンピュータ教育を行うと同時に情報データ管理をしています。

（３） 学部ＩＴ室

（４） 学部学習室

５ 留学支援

（１） 短期留学

（２） ＨＵＳＡ（広島大学短期交換留学プログラム）

（３） ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）

（４） 利用可能な大学間協定，部局間協定の紹介



７．評価（試験・成績評価）

（１） 到達度チェックの仕組み

○ 成績評価について

１ 各授業の成績は，「秀・優・良・可・不可」で判定します。判定結果は，セメスターごとの成績

表で通知します。

２ 学年平均評価点（学年ＧＰＡ）は，各学年次終了後，所定の計算法により計算し，７５点以上

の者を成績優秀者とします。

３ 第１学年次の学年ＧＰＡが８５点以上の者は，早期卒業希望者の審査を受けることができます。

２年次も８５点以上の場合，卒業研究受講の資格を得ることができ，化学科教員会及び教授会の

審査を経て，卒業研究に着手することができます。ただし，早期卒業有資格者は，別途に定めた

早期卒業者用履修基準に従います。また，早期卒業できた場合は，引き続き本学大学院理学研究

科化学専攻または数理分子生命理学専攻に推薦で進学することができます。

○ 到達度評価について

１ 各セメスターでの学習到達度を「非常に優れている(B)・優れている(M)・基準に達している(T)・

基準に達していない(N)」で判定します。

２ 「知識・理解」に関する到達度は，専門教育科目の中の講義科目において評価します。

３ 「知的能力・技能」に関する到達度は，専門教育科目の中の演習科目において評価します。

４ 「実践的能力・技能」に関する到達度は，「化学実験」において評価します。

５ 「総合的能力・技能」に関する到達度は，「卒業研究」において評価します。

（２） 成績が示す意味

別紙４を参照してください。

８．プログラムの責任体制と評価

（１） ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)）

計画・実施は，化学主専攻プログラム担当教員会（主任者：学科長）が行います。

評価検討については，化学主専攻プログラム担当教員会が用意した資料を元に，学科長が担当委員会

（化学科教務委員会）に諮問し，その答申内容を尊重して化学主専攻プログラム担当教員会が対処し

ます。

主専攻プログラム担当教員会に所属する教員は別紙５を参照してください。

（２） プログラムの評価

○ プログラム評価の観点

１ 卒業生の客観的な習熟度

２ 学生の満足度

３ 教員の満足度

４ 卒業研究の成果



○ 評価の実施方法

１ 卒業生の外部評価を実施します。

２ 在学生および卒業生によるプログラム全体に対する評価アンケートを実施します。

３ 教員によるプログラム全体に対する評価アンケートを実施します。

４ 卒業研究の成果に対する卒業生のアンケートを実施します。

○ 学生へのフィードバックの考え方とその方法

「学生本位の教育」を基本理念として，年度ごとに卒業生の外部評価や在学生および卒業生に

よる評価アンケートを実施し，その結果を総合的に検討してプログラムにおける問題点を見出し

ます。そして，必要に応じて化学主専攻プログラム担当教員会が主体となってプログラムの構成

や授業内容の変更を実施します。



別紙１

プログラムの教育・学習方法

○ 知識・理解

○ 知的能力・技能

身につく知識・理解等

１ 物理化学，無機化学，有機化学の基礎的知

識の徹底した理解と習得

２ 化学諸専門分野や学際領域における高度な

専門的知識の理解と習得

教育・学習の方法

１ 基礎となる知識・理解は，「専門基礎科目」の

講義において教育します。

２ 専門的，発展的知識・理解は，「専門科目」の

講義において教育します。

評価

知識・理解は，試験，レポートなどを通して総

合的に評価します。

身につく能力・技能・態度等

身につけた基礎的知識を化学的諸問題に応用

できる能力の修得

１ 化学的問題を類型化し，適用可能な化学的

原理を特定できる能力

２ 特定した化学的原理をもとに，適切なモデ

リングや近似を適用して問題に対する解を

導くことのできる能力

教育・学習の方法

化学諸分野多岐にわたる範囲を網羅し，数段階

のレベルの問題に，演習形式の授業（「物理化学演

習」，「無機化学演習」，「有機化学演習」，「化学演

習」，「計算化学・同実習」）において取り組み，個々

の学生に解答・解説させます。

評価

習熟度を考慮して評価します。
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○ 実践的能力・技能

○ 総合的能力・技能

身につく能力・技能・態度等

身につけた基礎的知識を元に実験などの実践

を遂行できる能力の修得

１ 基礎的な実験操作技能

２ 化学現象を観察し，記述する能力

３ 収集したデータを処理する能力

４ 化学現象をシミュレーションしたり予測

したりできる能力

５ 得られた結果を評価できる能力

教育・学習の方法

3 年次において通年で行われる「化学実験」及

び３年次前期の「化学インターンシップ」を通じ

て実践的能力を発達させます。

評価

平常において発揮される能力および提出された

レポート内容を通して評価します。

身につく能力・技能・態度等

１ 研究の計画立案能力の修得

２ 研究の実行・解析能力の修得

３ コミュニケーション能力

４ 個人資質

教育・学習の方法

「卒業研究」においてマンツーマンで指導しま

す。

評価

研究室において行われる研究，研究報告会，雑

誌会，輪読や学科合同で行う卒業研究発表会など

において発揮される能力を指導教員並びにその

他の化学科教員が客観的視点で評価します。



１年次

2年次

化学実験

3年次

・物理化学演習
・有機化学演習

4年次

大学院

専　　　門　　　性

大 学 院

化学専攻（10研究室＋関連施設研究室） 数理分子生命
理学専攻（３研究室）
・物理環境化学
・分子生物物理学
・生物化学

分子構造化学講座
・構造物理化学
・固体物性化学
・錯体化学
・分析化学
・構造有機化学

分子反応化学講座
・反応物理化学
・量子化学
・集積化学
・有機典型元素化学
・反応有機化学

自然科学研究支援開発センター
・光機能化学　　　　　　　　　・放射線反応化学

卒業研究（13研究室+関連施設研究室）

・構造物理化学
・固体物性化学
・錯体化学
・分析化学
・構造有機化学
・光機能化学

・反応物理化学
・量子化学
・集積化学
・有機典型元素化学
・反応有機化学
・放射線反応化学

・物理環境化学
・分子生物物理学
・生物化学

⇓ ⇓

・化学英語演習
（２科目）

⇒

・先端理学（選択必修）
・分子構造化学
・量子化学
・無機固体化学
・機器分析化学
・構造有機化学
・生物化学
・光機能化学
・バイオインフォマティクス
・生体高分子化学
・分子光化学
・集積化学
・有機金属化学
・放射化学
・反応有機化学
・システムバイオロジー
・計算化学・同演習
・化学演習
・化学インターンシップ
・化学特別講義

プ　ロ　グ　ラ　ム　構　造

教養科目 専門科目

教養コア
科目等
・パッケージ
科目
・領域科目
（選択必修）
・総合科目
（選択必修）
・スポーツ科目
（選択必修）

共通科目
・英語
（必修）
・英語以外
（選択必修）
・教養ゼミ
（必修）
・情報科目
（必修）

基盤科目
（必修）
・基礎理学
・微分学
・積分学
・線形代数学
Ⅰ，Ⅱ
・物理学実験
・生物学実験
または
地学実験
・化学実験法
同実験

⇒

専門基礎科目
（必修）
・基礎化学Ａ
・基礎化学Ｂ
・基礎物理化学Ａ
・基礎物理化学Ｂ
・基礎無機化学
・基礎有機化学

・物理化学ⅠＡ，ⅡＡ
・物理化学ⅠＢ，ⅡＢ
・無機化学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
・有機化学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
・無機化学演習

専門科目
（選択）
・生物構造化学
・生体物質化学
・有機分析化学
・反応動力学
・有機典型元素化学



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 2 3 4 5 6 7 8

教養ゼミ 2 必修 ②

コミュニケーションⅠＡ 1 ①

コミュニケーションⅠＢ 1 ①

コミュニケーションⅡＡ 1 ①

コミュニケーションⅡＢ 1 ①

コミュニカティブ・ライティング 1 ○ ○

エクステンシブ・リーディング 1 ○ ○

オーラル・プリゼンテーション 1 ○ ○

インターミディエット・カンバセーション 1 ○ ○

メディア・リスニング 1 ○ ○

チャレンジングTOEIC(R) 1 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ 2 ○

ベーシック外国語Ⅱ 2 ○

情報活用演習 2 必修 ②

「パッケージ別科目」の１パッケージ
のうちから

各2 選択必修 ○ ○

「総合科目」のうちから 2 選択必修 ○ ○

領域科目のうちから （注２）
1 また
は 2

選択必修 ○ ○ ○ ○

微分学 2 ②

積分学 2 ②

線形代数学Ⅰ 2 ②

線形代数学Ⅱ 2 ②

物理学実験 1 ①

化学実験法・同実験 2 ②

1
生物学実験または地学実験から１科
目

各1 選択必修 ○

数学概説 2 ○

情報数理概説 2 ○

物理学概説Ａ 2 ○

物理学概説Ｂ 2 ○

生物科学概説Ａ 2 ○

生物科学概説Ｂ 2 ○

地球惑星科学概説Ａ 2 ○

地球惑星科学概説Ｂ 2 ○

2 化学英語演習（２科目） 各1 必修 ① ①

「スポーツ実習科目」から 各1 必修 ① ①

（注２） 『領域科目』で卒業の要件として修得すべき単位にできるのは，自然科学領域以外の科目に限る。

履修に関する条件は，化学プログラム履修要領に記載されているので注意すること。

（教養教育）

18

11 必修

4
選択必修

上記８科目のうちから「物理学概説Ａ」または「物理学概説Ｂ」を含む２科目４単位

この表に掲げる授業科目の他，他プログラム・他学部又は他大学等で修得した授業科目で化学プログラム担当教員会が認めるものについて，修得
した単位を卒業要件の単位に算入することができる。
なお，Open-endな学びによるHi-サイエンティスト養成プログラムで開講される「科学リテラシー」（２単位），「科学英語セミナー」（１単位）及び「自由

課題研究」（２単位）も，卒業要件単位(科目区分は｢専門科目｣)に算入される。

※ 本プログラムに加えて所定の単位（詳細は学生便覧を参照のこと）を修得すれば，中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免許状（理
科），毒物劇物取扱責任者，学芸員となる資格の取得が可能である。
さらに，本プログラムを卒業すれば，危険物取扱者（甲種）資格の受験が可能となる。

スポーツ実習科目 2

教養教育科目小計 44

基盤科目

情 報 科 目 2

選択必修

Ⅰ，Ⅱは同一言語を選択すること

教
養
コ
ア
科
目

パッケージ別科目 6

総合科目 2

領域科目 2

必修

コミュニケーションⅡ

コミュニケーションⅢ 2
選択必修

上記6科目のうちから2科目２単位

教
養
教
育

共
通
科
目

教 養 ゼ ミ 2

外
国
語
科
目

英語
(注１）

コミュニケーションⅠ

4

英語以外の外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語のうちから１言語選
択）

4

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

（注１） 『英語』の履修については，上記の他，短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習による「マルチメディア英語演習」を履
修することも可能であり，単位を修得した場合，科目区分「コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ」に相当する科目として要修得単位数に算入することが
できる。
また，外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧に掲載の教養教育の英語に関する項を参照のこと。

化学プログラム履修表

区
分

科 目 区 分
要修得
単位数

授 業 科 目
単
位
数

履修指定

履 修 年 次 （下段の数字はセメスターを示す）



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
1 2 3 4 5 6 7 8

基礎化学Ａ 2 ②

基礎化学Ｂ 2 ②

基礎物理化学Ａ 2 ②

基礎物理化学Ｂ 2 ②

基礎無機化学 2 ②

基礎有機化学 2 ②

物理化学ⅠＡ 2 ②

物理化学ⅠＢ 2 ②

物理化学ⅡＡ 2 ②

物理化学ⅡＢ 2 ②

無機化学Ⅰ 2 ②

無機化学Ⅱ 2 ②

無機化学Ⅲ 2 ②

有機化学Ⅰ 2 ②

有機化学Ⅱ 2 ②

有機化学Ⅲ 2 ②

無機化学演習 1 ①

物理化学演習 1 ①

有機化学演習 1 ①

先端数学 2 ○

先端物理科学 2 ○

先端化学 2 ○

先端生物学 2 ○

先端地球惑星科学 2 ○

生物構造化学 2 ○

生体物質化学 2 ○

有機分析化学 2 ○

有機典型元素化学 2 ○

反応動力学 2 ○

分子構造化学 2 ○

量子化学 2 ○

無機固体化学 2 ○

機器分析化学 2 ○

構造有機化学 2 ○

反応有機化学 2 ○

光機能化学 2 ○

システムバイオロジー 2 ○

生体高分子化学 2 ○

分子光化学 2 ○

集積化学 2 ○

有機金属化学 2 ○

放射化学 2 ○

生物化学 2 ○

バイオインフォマティクス 2 ○

計算化学・同実習 2 ○

化学演習 1 ○

化学インターンシップ 1 ○

化学特別講義 （注４） ○ ○ ○ ○

化学実験 10

卒業研究 8 ④ ④

理学部他プログラムで開講される専
門基礎科目及び専門科目の授業科
目（注５）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Open-endな学びによるHi-サイエン
ティスト養成プログラムで開講される
「科学リテラシー」，「科学英語セミ
ナー」及び「自由課題研究」

○ ○

（注６） 制限付選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0
～

8
選択

←○→

専門教育科目 小計 78

（注４） ｢化学特別講義｣は，一定期間（５セメスター以降）に集中形式で開講される。履修については化学プログラム履修要領を参照すること。

科目区分を問わない 6

合計 128

（注６） 卒業要件単位数は１２８であるので，各科目区分の要修得単位数(教養教育科目４４単位，専門教育科目７８単位 合計１２２単位)に加えて，科目区分を
問わず，さらに６単位以上修得することが必要である。
ただし，６単位を超過して修得したパッケージ別科目は含まれず，以下の科目の単位に限定される。詳細についてはチューターと相談のこと。
・自然科学領域以外の「領域科目」
・「基盤科目」の数学・理科系の「概説」科目（｢化学概説Ａ，Ｂ｣を除く）
・理学部他プログラムの「専門基礎科目」及び「専門科目（「特別講義」を除く）」
・Open-endな学びによるHi-サイエンティスト養成プログラムで開講される「科学リテラシー」，「科学英語セミナー」及び「自由課題研究」

（注３） 専門科目の要修得単位数４３を充たすためには，必修科目計１８単位及び選択必修科目計２単位に加えて，選択必修科目及び選択科目のうちから２３
単位以上を修得する必要がある。このうち１５単位以上は，履修表に掲げる化学プログラム専門科目の選択必修科目から修得することが必要である。

（注５） その他化学プログラム担当教員会が認めた授業科目も含まれる。詳細についてはチューターと相談のこと。

専
門
教
育

専門基礎科目

２年次 ３年次

35

専門科目 43

2

15
以
上

18

４年次

必修
←⑩→

上記２４科目のうちから８科目１５単位以上

必修

選択必修

上記５科目の「先端理学科目」から１科目２単位

選択必修

（専門教育）

区
分

科 目 区 分
要修得
単位数

授 業 科 目
単
位
数

履修指定

履 修 年 次 （下段の数字はセメスターを示す）
１年次

（注３）



1

別紙４

到達目標評価項目と評価基準の表

○ 知識・理解

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

物理化学，無機

化学，有機化学の

基礎的知識の徹底

した理解と習得

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.5 以上を

基準とする。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.0 以上

2.5 未満を基準と

する。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 1.5 以上

2.0 未満を基準と

する。

基礎化学Ａ(1)

基礎化学Ｂ(1)

基礎物理化学Ａ(2)

基礎物理化学Ｂ(2)

基礎無機化学(2)

基礎有機化学(2)

物理化学 IＡ(3)

物理化学 IＢ(3)

物理化学 IIＡ(4)

物理化学 IIＢ(4)

無機化学 I(3)

無機化学 II(3)

無機化学 III(4)

有機化学 I(3)

有機化学 II(3)

有機化学 III(4)

化学諸専門分野

や学際領域におけ

る高度な専門的知

識の理解と習得

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.5 以上を

基準とする。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.0 以上

2.5 未満を基準と

する。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 1.5 以上

2.0 未満を基準と

する。

先端化学(6)

生物構造化学(4)

生体物質化学(4)

有機分析化学(4)

有機典型元素化学(4)

反応動力学(5)

分子構造化学(5)

量子化学(5)

無機固体化学(5)

機器分析化学(5)

構造有機化学(5)

光機能化学(5)

システムバイオロジー(5)

反応有機化学(5)

生体高分子化学(6)

分子光化学(6)

集積化学(6)

有機金属化学(6)

放射化学(6)

生物化学(6)

バイオインフォマティクス (6)

○ 知的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的知識を化学的諸

問題に応用できる

能力の修得

１ 化学的問題を

類型化し，適用

可能な化学的原

理を特定できる

能力。

２ 特定した化学

的原理をもと

１ 化学的問題を

類型化し，適用

可能な化学的原

理を特定できる

能力。

２ 特定した化学

的原理をもと

１ 化学的問題を

類型化し，適用

可能な化学的原

理を特定できる

能力。

２ 特定した化学

的原理をもと

無機化学演習(4)

物理化学演習(5)

有機化学演習(6)

計算化学・同実習(6)

化学演習(7)



2

に，適切なモデ

リングや近似を

適用して問題に

対する解を導く

ことのできる能

力。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.5 以上を

基準とする。

に，適切なモデ

リングや近似を

適用して問題に

対する解を導く

ことのできる能

力。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.0 以上

2.5 未満を基準と

する。

に，適切なモデ

リングや近似を

適用して問題に

対する解を導く

ことのできる能

力。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 1.5 以上

2.0 未満を基準と

する。

○ 実践的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的知識を元に実験

などの実践を遂行

できる能力の修得

１ 基礎的な実験

操作技能。

２ 化学現象を観

察し，記述する

能力。

３ 収集したデー

タを処理する能

力。

４ 化学現象をシ

ミュレーション

したり予測した

りできる能力。

５ 得られた結果

を評価できる能

力。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.5 以上を

基準とする。

１ 基礎的な実験

操作技能。

２ 化学現象を観

察し，記述する

能力。

３ 収集したデー

タを処理する能

力。

４ 化学現象をシ

ミュレーション

したり予測した

りできる能力。

５ 得られた結果

を評価できる能

力。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 2.0 以上

2.5 未満を基準と

する。

１ 基礎的な実験

操作技能。

２ 化学現象を観

察し，記述する

能力。

３ 収集したデー

タを処理する能

力。

４ 化学現象をシ

ミュレーション

したり予測した

りできる能力。

５ 得られた結果

を評価できる能

力。

3(B), 2(M), 1(T),
0(N)として数値で

４段階評価した適

用科目の到達度評

価に対し、その平

均値が 1.0 以上

2.0 未満を基準と

する。

化学インターンシップ(5)

化学実験(5/6)
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○ 総合的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

研究の計画立案

能力の修得

１ 化学現象を観

察し，自ら問題

提起できる能

力。

２ データベース

などの有効活用

を通して最新の

関連学術情報を

収集し，その中

から必要な情報

を抽出する能

力。

３ 抽出した情報

をきちんと理解

してまとめあ

げ，他人に伝え

る能力。

４ 培ってきた

種々の知識や能

力と整理された

情報を用いて具

体的な研究計画

を立案する能

力。

上記 4項目につ

いて，総合的に判

断して，卓越して

いる。

１ 化学現象を観

察し，自ら問題

提起できる能

力。

２ データベース

などの有効活用

を通して最新の

関連学術情報を

収集し，その中

から必要な情報

を抽出する能

力。

３ 抽出した情報

をきちんと理解

してまとめあ

げ，他人に伝え

る能力。

４ 培ってきた

種々の知識や能

力と整理された

情報を用いて具

体的な研究計画

を立案する能

力。

上記 4 項目につい

て，総合的に判断

して，優れている。

１ 化学現象を観

察し，自ら問題

提起できる能

力。

２ データベース

などの有効活用

を通して最新の

関連学術情報を

収集し，その中

から必要な情報

を抽出する能

力。

３ 抽出した情報

をきちんと理解

してまとめあ

げ，他人に伝え

る能力。

４ 培ってきた

種々の知識や能

力と整理された

情報を用いて具

体的な研究計画

を立案する能

力。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)

研究の実行・解

析能力の修得

１ 高度な実験

操作技能。

２ 新 規 な 実

験・研究手法の

開発能力。

３ 新規な実験

事実の解析能

力。

上記 3 項目に

ついて，総合的に

判断して，卓越し

ている。

１ 高度な実験

操作技能。

２ 新 規 な 実

験・研究手法の

開発能力。

３ 新規な実験

事実の解析能

力。

上記 3 項目につ

いて，総合的に判

断して，優れてい

る。

１ 高度な実験

操作技能。

２ 新 規 な 実

験・研究手法の

開発能力。

３ 新規な実験

事実の解析能

力。

上記 3 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)
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コミュニケーシ

ョン能力

１ 高度な学術

論文を理解す

る能力。

２ 整理した情

報や得られた

実験結果を口

頭又は文書で

公表する能力。

３ 化学的問題

について論理

的に議論する

能力。

上記 3項目につ

いて，総合的に判

断して，卓越して

いる。

１ 高度な学術

論文を理解す

る能力。

２ 整理した情

報や得られた

実験結果を口

頭又は文書で

公表する能力。

３ 化学的問題

について論理

的に議論する

能力。

上記 3 項目につ

いて，総合的に判

断して，優れてい

る。

１ 高度な学術

論文を理解す

る能力。

２ 整理した情

報や得られた

実験結果を口

頭又は文書で

公表する能力。

３ 化学的問題

について論理

的に議論する

能力。

上記 3 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)

個人資質 １ 協調性を保

ちながら，忍耐

強く・建設的・

前向きに研究

に取り組む姿

勢。

２ 自ら考え,柔

軟に思考する

能力と姿勢。

上記 2項目につ

いて，総合的に判

断して，卓越して

いる。

１ 協調性を保

ちながら，忍耐

強く・建設的・

前向きに研究

に取り組む姿

勢。

２ 自ら考え,柔

軟に思考する

能力と姿勢。

上記 2 項目につ

いて，総合的に判

断して，優れてい

る。

１ 協調性を保

ちながら，忍耐

強く・建設的・

前向きに研究

に取り組む姿

勢。

２ 自ら考え,柔

軟に思考する

能力と姿勢。

上記 2 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)
















